



























































 ３－１ 『竹取』での分類――「C 形態が全く異なるもの」（例えば、ゆえの＝にて、をもって＝して） 
今回は『竹取』の「複合連語機能辞」を、仮に以下の４分類とした。A と B との境界線は現段階では必ずしも
厳密なものではない（便宜的恣意的分類とみていただいてよい）。 
本稿では、紙幅の都合で、このうち、C に分類した事例をあげる。Ａ・Ｂ・Ⅾは安部ほか（2017）参照。 
  A 形態が現代語とほぼ同じもの（に向かって＝に向ひて、ゆえ＝ものゆゑ、など。音便や活用などによる古
語としての形態の特徴は相違としないものを含む） 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































江口匠（学習院大学大学院 2017 年 3 月修了） 
大浜弘樹（学習院大学文学部 2017 年 3 月卒業生） 






























２－イ 研究の発展  
〇2017年度科研費に採用され（2017～2019年度基盤研究（C）（代表・安部）、そちらに継続となった。 
基盤研究（C） 研究課題：「古典日本語の連語構成・詞辞複合表現形式の通時的基礎研究」 
２－ウ 作成資料（データベース） 
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① 『竹取物語』の接続機能語のデータベース、②『夜半の寝覚』の接続機能語のデータベース 
 
３ 作成データベース（ＤＢ）による研究の発展 
 
 細部は略すが、２作品『竹取物語』『夜半の寝覚』によって、接続機能語の意味・機能と語形形式ごとに、古典語
用例とその現代語訳とを対照できるようにした対照一覧表を作成している。これをより多くの古典作品にて集積してい
くと、例えば以下のような傾向がわかるようになる。 
現代語の「ことになる」と「ことになっている」という連語に対応する古典語の形式を見ていくと、以下のような
ものが対応していることがわかる。 
○現代語連語―「ことになる」、「ことになっている」 
○古典語連語―「べし～」（5例）」、「こと～」（4例）、「こそ～已然形」（3例） 
（古典語連語の全形式一覧――「こそ～すれ」（例：にこそ寄せんずれ）、断定形（終止形）（おろかなり）、
「ことか」「ことかな」「ことに」「断定形」「なむとす」「にこそあれ」「べきことにか」「んずるぞ」「こと
である」「ば（べければ）」「べき」「べけれ」「べし」「わざなり」 
 具体例を1組挙げると以下のようなものである。 
用例（１）「ことになる」＝「こそ～すれ」〈にこそ寄せんずれ〉 
「ここで鳥ないては、六波羅は白昼にこそ寄せんずれ。いかがせん」⇔「ここで鳥が鳴いては、六波羅へ
は白昼に寄せることになる。どうしたらよかろう」『寝覚』 
現代語の「ことになる」と「ことになっている」に対応する古典語の形式で、用例が多いものは、「べし～」（5例）」、
「こと～」（4 例）、「こそ～已然形」（3 例）であり、対応には一定の傾向があることが明らかになる。現代語では消
滅した「べし」の機能、係助詞「こそ」による表現は、現代語（近世以降か？）では「ことになる」「ことになってい
る」という表現が担うような機能であった、ということをこれらは新たに教えてくれるわけである。 
これらのような対応関係は、従来のような研究手法では見出せていないものであった。今後の研究が期待される領域
と考える。（＊本篇の論文の方の「4」章にも組み込んでいる。） 
 
以上 
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平安前期の複合辞・連語機能語（複合連語機能辞）の現代古典対照―『竹取物語』（２）「形態が全く異なるもの」―
